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皿　神戸の 少年事件がつ きつ けた もの

司会者 岩見　和彦 （関　 西　 大　 学）

報告者　津富　　宏 （法 務省矯正研修所）

　　　　清永　賢二 （日 本 女 子 大 学）

　　　　瀬戸　知也 （宮　 崎　 大　 学）

　1997年に神戸で 起きた ， 14歳の 少年に

よ る 「連続児 童殺傷事件」 は，私たちに

大 きな衝撃を与え た。 この 「事件」 の衝

撃の 大 きさは ， セ ンセ
ー

シ ョ ナ ル な事件

経過 と ，
「加害少年」 の 14歳 とい う年齢

に 由来 する と こ ろ が大 きい と思 わ れ る

が，その 他 に も， この 1事件」 に は，注

目す べ きい くつ か の 特徴が あ る 。
「少年

事件」 とい う こ とで ，一次資料が決定的

に不足 して い る反面，「犯行声明」 「犯行

メ モ 」 「供述調書」 な ど，多数の 文書資

料が 存在 し，さまざ まな論者に よ る 「事

件 」 の 分析や解説の格好の 素材 とな っ た

こ と， そ うした論者に先導 され るか たち

で ， 犯行声 明の 公 開 や 「少年」 逮捕 の

後，急速 に 「教育問題」 と して の 様相を

帯びて い っ た こ と，少年法改正や 「心 の

教育」 の 要請等々
， 多 くの 社会的議論の

契機 とな っ た こ と， な どで ある 。

　さて ， 本学会 に は ，「教育問題」 や 「少

年事件」 の 研究枠組み に 関 して
一

定の 蓄

積があ り，課題研究 に お い て も ，
「子 ど

も観」 「い じめ］ とい っ た テ
ー

マ で 議論

を深めて きた 。 今回の テ ー
マ は，そ う し

た 議 論をふ まえ た うえ で の ，具体 的 な

「事件 」 へ の ア プ ロ
ーチの 試 みで あ る 。

っ まり，こ の 「事件」 を語 るい くっ か の

枠組み は，既に手 に して い るとい える 。

　 しか し， 本部会で は ， 既存の 研究枠組

みに 依拠する こ とで ， こ の 「事件」 を い

か に 語 る こ とがで きるの か ， とい う課題

に とどま らず ， この 「事件」 が，既存の

枠 組み や こ とばで は語 る こ とが で きな

い，新た な視点や こ とばを求め る もの で

あ る とい う可能性 も視野に 入れ， もしそ

うで ある な ら，そ れ は どの よ うな もの か

を検討 して い くこ とに ， よ り重要な意義

を見出 した 。 したが っ て ， 各討論者や フ

ロ ア ーの 参加者 に は， 自分 自身が こ の

「事件」 とど うか かわ っ たの か，すなわ

ち ， 自身の研究枠組み や職業的実践が ，

この 「事件 1 を契機と して どの よ うに 変

化 したの か （あ るい は変化 しな か っ た

か）あ らた め て 問 い 直すとい う，い ささ

か 自省的な実践を求め るこ とに な っ た 。

　 まず津富氏 は ， 矯正の 実務家 と して の

立 場か ら問題提起を行 っ た 。 氏 に よれ

ば，彼らの 職業生活は ， この 「事件」 か

ら直接的に は 「何 もっ きっ け られ て い な

い 1 もの の ，処遇 カ リキ ュ ラ ム の 変更や

少年法改正 の 議論な どの かたちで ，職業

的実践 へ の影 響 も現 れ は じめ た とい う。

そ こで 氏は，実務家に と っ て の よ りよい

職務環境を確保す るた め に ， こ の 「事
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件」 に 関 して 教育社会学 が 取 り組 む べ

き， 3 っ の研究課題を提案する 。 すなわ

ち，   少年法改正の 議論に み られるよ う

な， 「個入主義化」 「法化 1 を促進する社

会的条件お よびそれが社会統制の あ り方

や効果に もた らす帰結に っ いて の研究

  ヒ ュ
ー

マ ン ・ サ ービ ス の 評価 ， と くに

ア カ ウ ン タ ビ リテ ィ 担保の 要請が業務に

与える影響に つ い ての 研究，   非行 ， 問

題行動 に 関す る堅 実 な実証研 究 ， で あ

る。 特 に ，   に 関 して は ，
r事件」 に つ

い て 百花繚乱の 言説が飛び 交い， マ ス メ

デ ィ ア が 「不安産 業」 化 して い る現状で

は，健全 な言説環境の 整備が急務であ る

とい う。

　次に ， 清永氏が ，今回の 厂事件」 を少

年非行世界の 変容とい う観点か ら論 じ

た 。 氏 は ， こ の 「事 件」 が 「空 洞 の 世

代」 の 「完成され た事件」 と して位置 づ

け られ る こ とを ，
「犯行メモ 」 や 「供述

調書」 とい っ た文書資料か ら読み と く。

氏に よれ ば，「空洞 の 世代」 とは， 啗 己

感覚の 剥落」 「他者感覚の 剥落」 「社会的

規範の 喪失 」 とい う 「3 っ の喪失」 を特

徴と し， この 「事件」 に はそ う した特徴

が端的に 現れて い る とい う。

　 しか し， こ う した 非行世界の 変容は ，

実は，10年前の ある少年事件の 際に すで

に始 ま っ て おり， そ の 際研究者が変化 に

敏感 に対応 して い なか っ た こ とが ， 今回

の 「事件 」 を生み 出す こ とに帰結 して し

ま っ た とい う。 氏は ， 少年世界 ・ 非行世

界の 変化に敏感に な る こ とで ，今後の 非

行傾向の 予測も可能と考える 。

　 最後に ， 瀬戸氏が ，
ナ ラテ ィ プ ア プ

ロ
ー

チ とい う方法論 を用 い て こ の 「事

課題研究報告

件 ｝を読み とき，その 自身の 「読みの 実

践」 を 自省的に とらえ なおす とい う作業

の 報告を行 っ た 。 氏 はまず ， ナラ テ ィ ブ

コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の 問題 と して こ の

「
事件 1 を語 るナ ラテ ィ ブ を と らえた と

き， そ こ にオ ル タナテ ィ ブ化 （語 りの 複

数性） とい う点で 欠如が ある こ とを明 ら

か にす る 。

　 しか しその 後， 被害者 （の 家族）の ナ

ラ テ ィ ブに は ， ナ ラテ ィ ブの 複数性とい

う可能 性が示唆 されて い る こ とに ，氏は

気づ かされたとい う。 被害者の ナ ラテ ィ

ブに は 「酒 鬼薔薇聖 斗1 とい う作 中人物

は現れず， もっ ぱ ら ［少年」 は加害者 と

して認識 されて い るだけで あ っ た 。 こ こ

に お い て 氏 は， 「酒鬼薔薇聖斗」 を 「事

件」 の 重要な登場人物として 前提して い

た 自分た ちこ そが ，
「酒鬼薔薇聖．斗」 を

造形 して い たの で はない か と，あ らた め

て 自らの 「問い 方 ↓ を 問い 直すこ とに

な っ た とい うの で ある。

　 総括討論で は，まず天理大学の石飛氏

の 発言を契機 と して ，
「規範」 認識に っ

い ての 議論がな された 。

　 また清永氏に対 して は，氏の 分析や枠

組みの 根拠にっ い て 確認する質問がい く

っ か な された 。 限 られ た時間の 中で の 報

告で あ っ たため ，結論 として 提示された

明瞭な図式が どの よ うな論拠に よ り生み

出 され た の か ， 十分に伺 うこ とがで きな

か っ た こ とは残念で ある。

　 ま た，科学警察研 究所 の 原 田 氏か ら

は，津富氏 と同様，百花繚乱の 議論を提

出するの は結構だが ， 現場の 人間 と して

は，そ の こ との 社会的影響力 に っ い て 十

分な認識を もっ て い て もらい た い との 発
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言が あ っ た 。 こ こ に は，津富氏の 問題 提

起と ともに ， 現場 とア カデ ミズ ム との 関

係 とい う古 くか らの 問題 が含 まれ て お

り，こ の 「事件 j の よ うな具体的な契機

を通 じて 再び顕在化 した とい えよ う。

　本部会で取 り上 げた 「事件 」 が ， 多 く

の 人び とに非常に大 きな衝撃を与えた こ

とは明白で あ り， 統計的に は極めて 少数

の 「例外 」 で あ っ て も， わ れわれの 世界

観に何かふ れる もの が あ っ たの は事実で

あ るよ うに思われる。 もちろん，本部会

で の議論 もまた 「事件」 を構成する一
部

で ある との 自省は求め られ る もの の ，

一

つ の 「事件 j をめ ぐっ て 多様な視点が存

在する こ とをあ らためて 確認で きた ， 刺

激的な部会で あ っ たように思 う。

　　　　　　（文責 ： 研究部　上 田智子）
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